
　

ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定今後の予定

　塩の最大の特徴は、「変わらない」ということです。水に溶けても、
水が蒸発すれば元の塩に戻ります。つまり、どんな環境に置かれても、
塩は本質を失わないのです。
　これは、神様が創造された驚くべき仕組みです。
塩には「しょっぱさ」や「殺菌能力」など、さまざまな特性があります。
しかし、それ以上に重要なのは、どこにあっても「塩であり続ける」こ
とです。この変わらない性質は、神の愛を象徴しています。
神の愛は、どんな状況においても決して変わることがありません。
[列王記 第二 2:20,21,22]
するとエリシャは言った。「新しい皿に塩を盛って、私のところに持っ
て来なさい。」人々は彼のところにそれを持って来た。
　エリシャは水の源のところに行って、塩をそこに投げ込んで言った。
「主はこう言われる。『わたしはこの水を癒やした。ここからは、もう、
死も流産も起こらない。』」
こうして水は良くなり、今日に至っている。エリシャが言ったことばの
とおりである。

　ロンドンのセントポール大聖堂には、ウィリアム・ホルマン・ハント
が描いた「世の光」という絵があります。この絵の左側には、ヨハネの
黙示録 3 章の御言葉が描かれています。この戸には雑草が生い茂ってい
ます。この御言葉は、一体誰に向けられたものだったでしょうか？
「イエスを信じていない世の人々」に対するものだと思われがちですが、
実は教会の人々に向けて書かれたものなのです。
　あなたは、この言葉を知っていますか？私たちクリスチャンは、クリ
スチャンであると言いながら、心の戸を閉ざしてしまうことがあります。
まるで、長い間戸を開けずにいるうちに、蔦や雑草が生い茂ってしまっ
たかのように…。
　イエス・キリストがあなたの戸を叩いているのは、2 日や 3 日ではあ
りません。彼は、ずっと戸の前に立ち続け、あなたの心の戸を開けるの
を待っておられます。

[ヨハネの黙示録 3:20

『見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの声を
聞いて戸を開けるなら、わたしはその人のところに入って彼とともに食
事をし、彼もわたしとともに食事をする。』

　

（ ２０２５ 年２月２３日 ） 

（要約者：

　前の車にどんどん近づいていく車の映像ですが、ぶつかるかと思い
きや、実はただのイタズラでした。私たちの人生でも、同じようなこ
とがよくあります。本当は恐れる必要のないことに不安を抱いたり、
不必要なことに心を向けたりしてしまう。そして、その結果として、
無用に騒ぎ立ててしまうこともあります。心が騒ぐから冷静に物事を
考えられず、一つのことにとらわれすぎて全体を見失うい、大切なも
のが見えなくなります。問題の本質に気づけず、かえって混乱を招い
てしまいます。しかし、イエス・キリストはこう言われました。
「あなたがたは心を騒がせてはならない」（ヨハネ14:1）

　エリコは「世界最古の都市」とも言われ、ヨシュアの時代（約 1000
年前）にはすでに存在し、城壁に囲まれた要塞都市でした。
この町は水が豊かで商業も栄えていましたが、外敵に常に狙われ、不
安に満ちた場所でもありました。そこで人々は、町を守るために先祖
崇拝を始め、神ではなく偶像に頼るようになりました。発掘調査では、
多くの先祖の頭蓋骨が祀られていたことが確認されています。
恐れから築かれた難攻不落の城壁。しかし、それは本当の安全をもた
らしたのでしょうか？
　私たちの人生でも、不安を感じると本来頼るべきものを見失い、間
違ったものに目を向けてしまうことがあります。
エリコの町の水が悪くなったのも、恐れと不安に支配され、本来の命
の源である神に目を向けなかった結果でした。それこそが、この町が
受けた呪いだったのです。私たちは、どこに目を向けるべきでしょう
か？ 神の命の泉を見張ることが大切です。
[箴言 4:20-27]

『わが子よ、注意して私のことばを聞け。私の言うことに耳を傾けよ。
それらを見失うな。自分の心のただ中に保て。それらは、見出す者にとっ
ていのちとなり、全身の癒やしとなるからだ。
何を見張るよりも、あなたの心を見守れ。いのちの泉はこれから湧く。
曲がったことを言う口をあなたから取り除き、ゆがんだことを言う唇
をあなたから遠ざけよ。あなたの目が前方を見つめ、まぶたがまっす
ぐ前を向くようにせよ。あなたの足の道筋に心を向けよ。そうすれば、
あなたのすべての道は堅く定まる。右にも左にもそれてはならない。
あなたの足を悪から遠ざけよ。』

　それは、私たちの人生そのものです。
私たちは、本当にしたいことができず、すべきことを避け、したくな
いことをしてしまうことがあります。
言うべきでない言葉を口にし、言わなければならないことを言えない
こともあります。悪いことをしたとき、本当は「ごめんなさい」と言
いたいのにでも、いざ言おうとすると、その一言がとても重く感じて
しまいます。なぜなのでしょうか？
　それは、私たちの心に「城壁」ができてしまっているからです。不
安や恐れが、その壁を強固にし、心を閉ざしてしまうのです。
「ごめんなさい」と言うことは、自分の弱さを認め、心を開くことだか
らこそ、難しく感じるのかもしれません。しかし、神の前で「ごめん
なさい」と言えるなら、私たちはその壁を取り除くことができます。
自分の弱さをさらけ出し、ありのままの心を表すことができるのです。
それができるのは、私たちが神に愛されているからです。
愛されているからこそ、私たちは「ごめんなさい」と言う勇気を持つ
ことができるのです。

　エリシャはまず、「皿を持ってきなさい」と言いました。それも新し
い皿でなければならないと。多くの人は古い皿のまま持ってきてしま
いますが、それではうまくいきません。さらにエリシャは、「その皿に
塩を入れなさい」と命じました。彼は人々に「これからこの水を清め
るから、新しい皿に塩を入れて持ってきなさい」と伝えました。
聖書において「器」や「皿」は、私たち自身を指しています。神は陶
器師であり、私たち一人ひとりを器として形作り、それぞれに役割を
与えておられます。なぜ私たちは、他人と自分を比較してしまうのでしょ
うか？それは、自分の器の役割を知らないからなのです。

祈りましょう

 塩とは ?

汚染された水。

新しい皿

戸の外で開くのを待っている

心を騒がせていませんか ?

エリコの歴史と城壁

列王記第二2:19～22

　本当は愛を流したいのに、そうできない。本当は謝りたいのに、「ご
めんなさい」と素直に言えない。嘘をつきたくないのに、ついてし
まう。偽りたくないのに、自分を偽って生きてしまう。
本当に、そんなことをしたいと思っていますか？
人を傷つけたいですか？人を裏切りたいですか？
人のことを陰で悪く言いたいですか？人を殴りたいですか？
そんなことを望んでいる人は、誰もいません。
　私たちはみな、人を愛し、そして愛されたいと願っているはずです。
それなのに、なぜ人と人は傷つけ合ってしまうのでしょうか？
今日、あなたが決心し、心を開いて戸を開けるなら、新しい器となり、
神の変わらぬ愛を受け入れることができます。そのとき、あなたの
内側から命の泉が湧き上がるのです。しかし、もし心を頑なに閉ざ
したままでいるなら、かつてエリコの城壁の中にいた人々のように、
自らの命を損なうことになるかもしれません。神はどれだけ罪を犯
した人でも、悔い改めるのを待っておられます。エリヤが苦しんで
いたとき、神は「待て」と語られました。その結果、エリシャは「待
つことができる人」になったのです。私たちも、神様の前で決心す
ることができます。「今までの生き方を変え、新しい歩みを始める」
ことができますように。

　

泉水 浩）
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「水をよくして下さる方」聖 餐 礼 拝聖 餐 礼 拝


